
都市整備部 建設課 

 

第５回交通渋滞実態調査について 

 

１ 目的 

  昨今の人口増加及び企業立地に伴い、町内全域で朝夕の通勤時間帯をはじめとして、交

通渋滞が発生していることを踏まえ、その状況を調査し、把握することによって、今後の

渋滞対策の基礎資料とすることを目的とする。 

 

２ 日時及び箇所数《天候》 

 東部地区：令和８年４月２０日（朝）９箇所 （夕）10 箇所 《晴れ時々曇り》 

 西部地区：令和８年４月２１日（朝）７箇所 （夕）９箇所 《晴れ時々曇り》 

 南部地区：令和８年４月２１日（朝）４箇所 （夕）３箇所 《晴れ時々曇り》 

  ※（朝）6:30～9:00 （夕）17:30～19:30 

 

３ 調査方法 

（１）交差点の滞留長測定（１５分間隔 朝１１回測定、夕９回測定） 

（２）右折状況計測（２０日朝のみ１５分間隔 １１回測定） 

（３）渋滞状況撮影 

 

４ 結果（※滞留長は、過年度調査との比較のため、朝 7：00～8：30 と夕 17：30～19：00 

     の時間帯に実施した７回測定の平均の延長にて算出） 

 

（１） 通勤時間帯 

前回（第４回目）の滞留長と比較して、調査対象箇所２０箇所のうち、増加が７箇所、

減少が１２箇所、変化無しが１箇所であり、全体で約－２４％（各交差点で約－７８％

から＋８５％）の増加率となった。（各地区の詳細は次のとおり） 

 

① 東部地区（９箇所）において、増加が大きかったのは、県道辛川鹿本線（調査箇所

⑨）であり、光の森方面から県道大津植木線への滞留長が＋２６％（646m→811m）

であった。 

また、県道大津植木線（調査箇所①）は、熊本市方面からの直進車線の滞留長が

昨年より大きく減少し－７８％（1,157m→257m）となった。 

その他の交差点は、－６５％から＋１２％であり、全体的には昨年の調査より渋

滞が緩和されている傾向が見られた。 

通勤車両は７：００頃から増え始めており、９：００頃を過ぎると減少傾向とな

った。県道大津植木線においては６：３０頃から通勤車両が多く見られた。 
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② 西部地区（７箇所）において、増加が大きかったのは、高速道側道１号線（調査箇

所⑦）であり、熊本市方面からの滞留長が＋８５％（48m→89m）と増加し、令和６

年第３回調査の平均 81m と同程度の長さを示した。 

その他の交差点は－４８％から＋１４％であり、全体的には昨年の調査と大きな

変化は見られなかった。 

通勤車両は７：００前後から増え始め、通学時間帯でピークとなり、８：３０を

過ぎると減少していった。 

 

③ 南部地区（４箇所）において、－３６％から＋２％と減少傾向であった。 

通勤車両は８：００を過ぎた頃から減少を始めたが、国道５７号交差点は、 

９：００過ぎまで滞留があった。 

 

（２）退勤時間帯 

前回（第４回目）の滞留長と比較して、調査対象箇所２２箇所のうち、増加が８箇所、

減少が１４箇所であり、全体で約－２３％（各交差点で約－８３％から＋１２８％）の

増加率となった。（各地区の詳細は次のとおり） 

 

① 東部地区（１０箇所）において、特に増加が大きかったのは、県道辛川鹿本線（調

査箇所⑧）であり、滞留長が＋４８％（146m→216m）となった。 

また、令和６年度に右折車線を増設した町道南方大人足線（調査箇所①）は、セ

ミコンテクノパーク方面からの滞留長が－５０％（96m→48m）と昨年調査に引き続

き減少した。 

その他の交差点は－５５％から＋４０％であった。 

 

② 西部地区（９箇所）において、増加が大きかったのは、県道熊本大津線（調査箇所

⑤）であり、大津町方面からの滞留長が＋５７％（76m→119m）であった。 

また、県道熊本大津線（調査箇所⑦）の交差点においては、大津町方面からの滞

留長が－８３％（539m→93m）と減少した。 

その他の交差点は、－７２％から＋２７％であり、全体的に昨年の調査より滞留

長が減少傾向にあった。 

 

③ 南部地区（３箇所）において、－５０％から＋１２８％であった。 

 

（３）右折矢印信号 

右折矢印信号における通過台数については、昨年度から大きな変化は無かった。 
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５ 考察 

第４回目の調査（令和７年４月）と比較すると、通勤時間帯及び退勤時間帯において、滞

留長の減少が見られた交差点が多くあった。通勤時間帯での減少は、渋滞緩和のソフト対策

として、セミコンテクノパーク周辺企業と連携して取り組んでいる時差出勤やセミコン通

勤バスなどの公共交通の利用促進が成果の１つとして結果に繋がったものと考えられ、県

道大津植木線や南方大人足線では、徒歩や自転車での出勤者も昨年より多く見受けられた。 

また、昨年に比べて朝夕の天候が良かったことが、滞留長の減少に繋がったものと考えら

れる。 

しかしながら、県道大津植木線及び町道南方大人足線から国道５７号にかけては、改善は

見られたものの、依然として通勤車両も多く渋滞長も長いことから、セミコンテクノパーク

周辺の基幹道路の整備はその解消に極めて重要と考えている。熊本県においては、令和１０

年度完成を目標に県道大津植木線多車線化や合志ＩＣアクセス道路の整備が進められてお

り、町と県で連携し今年度末の完成を目指す町道菊陽空港線（県道新山原水線）の延伸工事

は、現在工事の佳境を迎えている。菊陽空港線が供用開始されると国道５７号からセミコン

テクノパーク周辺までのアクセス向上や通勤車両の分散化が進むと期待している。 

そのほか、町では渋滞対策の道路ネットワーク整備として、町道下大谷１号線や町道南方

大人足線の拡幅事業を行っており、国からの財政支援を活用しながら、短期・集中的に道路

整備に取り組んでいる。 

また、光の森周辺の県道住吉熊本線では、熊本県が車の流れを良くする取り組みとして、

交差点改良や信号制御の最適化を行う短期対策が早期に進められている。 

このように、町内の渋滞対策は、道路整備等のハード対策と時差出勤等のソフト対策を組

み合わせて、国や県、企業と連携しながら、早期解消に向けて事業を推進している状況にあ

る。 

セミコンテクノパークや光の森周辺では、引き続き高い交通需要が見込まれるため、今後

も本調査を継続し、渋滞状況を確認しながら、道路整備の効果や課題の検証に活かしていき

たいと考えている。 
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